
（別紙様式２－２）                                       （高等学校用） 

（熊本県立北稜）高等学校 平成２４年度学校評価表 

 

１ 学校教育目標 

 「教育は人なり」の理念のもと、「率先垂範、師弟同行」を旨として、全職員相互の研鑽及び指導法の創意工夫を図り、一人ひとりの生徒の 

健全育成に邁進する。 

 １ 伝統ある校風の継承と創造      ２ 特色ある総合高校づくり  ３ 学力の充実と個に応じた進路指導  ４ 教育環境づくりの推進  

 ５ 人権教育の推進       ６ 安全教育の推進             ７ 地域社会から信頼される学校づくり  

 

２ 本年度の重点目標 

 １ 基本的生活習慣を確立させる。 

 ２ 基礎学力の定着およびさらに高い学力の向上を図る。 

 ３ 多様な生徒への対応力の向上とさらに強固な協力体制を構築する。 

 ４ 教職員と生徒・保護者との円滑なコミュニケーションを図る。 

 

３ 自己評価総括表 

評 価 項 目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小 項 目 

学校 

経営 

職員の資質向上 教科指導力の向上 学習意欲を喚起する授業展開を

工夫し、基礎学力の定着を図る。 

研究授業や公開授業を毎学期実

施して、相互に研鑽する。 

Ｃ 

・生徒の実態に合わせた教材の選定

や授業展開の工夫などに進展が見ら

れた。 

・研究授業を毎学期実施したが、参

観者がより多くなるよう活性化を図

る。 

生徒指導力の向上 生徒一人ひとりの理解に努め、

人格形成を支援する。 

カウンセリングマインド等に

関する職員研修を実施する。 

Ｂ 

・職員研修の実施や中学校・関係

機関との連携を図ることができ

た。 

・生徒・保護者と職員の間に生徒

指導に関する意識のずれを小さく

することが課題である。 

保護者との信頼関

係の構築 

保護者と積極的にコミュニケー

ションをとり、信頼を得られる教

育実践を使命感を持って行う。 

課題を先送りにせず、複数の職

員で連携をとり、機に応じて誠実

な対応を心がける。 
Ａ 

・家庭への連絡や家庭訪問などを

こまめに行い、課題の解決を図っ

た。 

・学校からの連絡が家庭に届いて

いないことも多く、連絡の周知徹

底が課題である。 

開かれた学校づく

り 

保護者・地域住民 

との連携 

学校行事に保護者等に多く参加

してもらう手立てをする。地域か

らの要請にできる限り応じなが

ら、学校の取り組みを理解しても

らう。 

・学校の行事や学習の成果などに

ついて、こまめな情報の発信を心が

ける。 

・農産物の販売や奉仕作業など、

地域住民に生徒の活躍する姿を

見ていただく機会を増やす。 

Ｂ 

・ブログの更新など学校ホームペ

ージの充実を図った。 

・学年別の清掃活動や農産物販売

など、地域の方から好評を得た。 

・保護者会の出席率が低く、出席

していただく工夫が必要である。 

学力 

向上 

学習習慣の育成 基礎学力の定着 北稜タイムを有効に活用し、学

習に落ち着いて取り組む雰囲気を

醸成する。 

週末には家庭学習課題を与え、

普通教科科目の学力向上を図る。 
Ｃ 

・北稜タイムの活用を定着させら

れず、効果の度合いが一様ではな

かった。学習習慣の形成が不十分

であった。 

学力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別指導や発展的 

な学習指導の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業が分からない生徒への対応

に積極的に取り組む。 

・考査前指導・個人指導を充実させ

る。 

・欠点科目保持者には長期休業中

に補講を実施し、理解力の向上に努

める。 
Ａ 

・考査前の学習指導や提出物・課題

等の管理など生徒の実態に合わせた

指導ができた。 

・成績不振者対象の長期休業中の学

習会では熱心に受講する姿勢が見ら

れ、一定の成果があった。 

・ＴＴや習熟度別授業展開などの工

夫が必要である。 



評 価 項 目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小 項 目 

学力 

向上 

学力の向上 

 

個別指導や発展的 

な学習指導の推進 

発展的な学習をしようとする意

欲を喚起する。 

土曜学習会や模試・検定試験に

積極的に取り組ませる。 Ｃ 

 学習会や模試への出席率は向上

した。これを成果に結びつけるよ

うさらに努力が必要である。 

進路 

指導 

 

 

 

進路意識の啓発 進路の早期決定

と目的意識の啓

発 

各学年・学科の連携と継続し

た進路指導を展開する。 

・進学ガイダンス、職場見学、

インターンシップ、オープンキ

ャンパス等に積極的に参加させ

る。 

Ｃ 

・インターンシップや現場実習は

職業観の育成に役立った。 

・低学年からの系統立った進路指

導を強化しなければならない。 

進路希望の達成 進路目標実現の

進路保障 

就職・進学体制の確立と進路

目標達成100%を目指す。 

・受験対策のため、進路目的別

の課外を実施する。 

・国公立大学希望者への早期の

指導と小論文・面接指導を充実

させる。 

・職場開拓を積極的に行い、就

職希望者の早期決定を確実に

する。 

Ｂ 

・２学年の２学期から就職対策の

課外を開始し、意欲の喚起に結び

つけている。 

・３年生の進路決定の意欲喚起が

不十分で、進路目標100%の決定

率は達成できなかった。 

 生徒 

指導 

基本的生活習慣の 

確立 

清々しい整容 整容指導にかかる継続指導の対

象者をなくす。 

整容指導に対する統一した意

識を全職員が持ち、厳しい中に

も愛情を持って粘り強く指導す

る。 

Ｂ 

・粘り強く指導することで清々し

い整容が整ってきた。 

・職員間で統一した意識を完全に

は持ち得ておらず、生徒や保護者

に困惑を与える場面があった。 

マナーの向上 あいさつや目上の人への言葉遣

い・公衆道徳等を身につけさせる。 

積極的なあいさつや公共の場

におけるマナー向上を機会あるご

とに指導する。 Ｃ 

 自発的にあいさつをしない生徒

への指導が徹底できなかった。学

校近隣の方からマナーの悪さを指

摘されることもあり、道徳教育と

絡めた指導が必要である。 

人権 

教育 

の 

推進 

学校全体で取り組 

む人権・同和教育 

の推進 

人権教育の内容の 

充実 

人権意識の確立を促す。 講演会やLHRを通して人権に

ついて考えさせる。 

Ｂ 

 講演会や人権教育特設ＬＨＲは

計画通りに実施でき、講師の方と

の交流も生まれた。だが、生徒自

身がそのことを自分のこととして

受け止めるまでには至らず、不適

切なメールの書き込みなどが生じ

ている。 

職員研修の充実 人権・同和教育に関する研修を

通して人権感覚を磨く。 

人権感覚を磨くための講演会

や講話を実施するとともに、研修

会への参加を促す。 

Ｂ 

 研修を通して生徒への思いを深

くすることができた。生徒の話を

傾聴する姿勢が涵養されてきた。 

特別支援教育の体 

制づくり 

心身に課題を抱える生徒の支援

を行い、学校への適応を促す。 

・職員の共通理解のもと、特別

支援教育コーディネーターを中

心とした組織作りを行う。 

・関係機関との連携を強化する。 Ａ 

・生徒状況の情報交換の場を設け、

より細やかに対応する体制が整っ

てきた。 

・関係機関との連携が進み、専門

家の方からアドバイスをいただき

ながら生徒への対応を進める場面

が増えた。 

安全 

管理 

学校の安全と危機 

管理の徹底 

教職員の共通理解 安全教育・安全管理体制を確立

する。 

・安全(防犯)教育・防災教育を実

施する。 

・教職員の研修会を実施する。 
Ｂ 

・生徒の怪我などには適切に対応

できた。 

・年２回の避難訓練では臨場感を

出すための工夫をした。 

実行ある安全管理

マニュアルの策定 

施設設備の点検整備と教職員に

よる校舎内外の巡視 

・安全管理マニュアル（救急対応

等)の理解と周知を図る。 

・定期的な安全確認(安全点検)や

日常的な校舎内外の巡視を行う。 Ｂ 

・安全管理マニュアルを刷新し、

周知を図った。さらに徹底が必要

である。 

・安全点検は定期的に実施できた

が、外回りの施設への点検が徹底

できていなかった。 

 

 

 

 

 



４ 学校関係者評価 

生徒・保護者・職員へのアンケート調査の結果をもとにご意見をいただいた。 

①生徒や保護者との対話を通して信頼関係を構築し、これまで北稜高校が築いてきた生徒指導の在り方などは維持していくべき

ではないか。 

②学校環境の整備や生徒達の表情から職員が熱心に教育活動に取り組んでいることは理解できる。例えば生徒の研究発表などを

聞くと、取り組みの内容や発表の態度などがたいへん立派で感心することが多い。生徒達の頑張りをもっと学校外部へＰＲし、

中学校や企業などと連携をして北稜高校の良さを理解してもらえるような取り組みを展開し、入学してくる生徒の確保へ繋げて

ほしい。 

  
 

５ 総合評価 

 生徒や保護者へのアンケート調査結果から、本校の教育活動に対してやや厳しい評価をいただいた。これは生徒との対話や学校

と家庭の情報共有が不足しているためと考えられる。生徒一人ひとりの状況把握や心情の理解に努め、より充実した学校生活に定

着させるためにこれまでにない観点から細やかな方策を講じてきたが、十分に効果を発揮していない側面がある。職員の指導力向

上を初めとして、あらゆる課題の解決に今後も粘り強く取り組んでいかなければならない。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

◎充実した学校生活のため、生徒一人ひとりの理解に努め学校への適応を図る。 

①関係機関との連携のもと諸課題の解決を図る。 

②基礎学力の定着・基本的な生活習慣の確立・高校生活の目的の意識付けを強化する。 

③特に学力の不足している生徒に対しては個別指導を重視し、定期考査前や長期休業中など学力の向上を図る。 

④系統立った進路ガイダンスの改善 

◎保護者や地域の方の学校への理解を深める。 

 ①保護者総会など保護者会の日程調整をこまめに行い、学校に来ていただく機会を確保する。 

 ②育友会新聞や学校ホームページなどの充実を図り、学校の情報を適宜発信していく。 

 


